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こ   だ  ま 
合唱コンクール盛大に実施される！ 

―各クラスの熱い思いが伝わり感動しました― 

唱。この言葉が、全クラスにぴったりでした。また、団結力の高まりが感じられ、心のかよっ

たハーモニーが心地よかったです。それにしても、上級生の歌声はさすがのひと言です。優秀賞

は３組の「道」でした。おめでとうございます。学年みんなで祝福です。 
 
ところで、１年生にとっては初めての大舞台。とても緊張したでしょう。しかし、みなさん以上に担任の

先生は、ドキドキしていたはずです。担任の先生も含めて、クラスみんなで、合唱コンクールの成功を祝い

ましょう。 

さて、各クラスの代表に、「合唱コンクールを通して、クラスがどう変わってきたか。」という観点からま

とめをしてもらいました。 
○中澤爽人さん（１組 実行委員） 

  ぼくのクラスは、最初自信がなくて声が出ていなかったのですが、練習している内にみんな自信をもっ

て声がでるようになりました。パート練習では、自分たちで意見を言い合いとてもよかったと思います。 
○野尻夢樹さん（１組 実行委員） 

  合唱コンクールでクラスが変わったことは、団結力です。合唱コンクールの練習をしているうちに感じ

ました。みんなが意見を出し合ってよい方向へ向かった成果が、団結力につながっていきました。合唱コ

ンクールをやって、とてもよかったと思います。 

○齊籐優佳さん（２組 パートリーダー） 

  最初、私がパートリーダーに決まったときは、とてもみんなを引っ張って 
いけないと思っていました。 
しかし、やってみるとみんな協力して、アイディアを出してくれました。 

最初と今を比べて、女子の声が出てきました。また、強弱もついてくるよ 
うになりました。男子の中に、キョロキョロしたり、指揮者を見ない人もい 
たりしましたが、真剣にやってくれるようになりました。 

○福田亮音さん（２組 指揮者） 

  みんな練習に励み、一生懸命パート練習をしていました。合唱を通して団結力や絆が深まりました。ま

た、みんなの協力度が高くなりました。みんなの心と心が通じるようになりました。初めての合唱コンク

ールでしたが、みんな一生懸命できていました。 
○須田力哉さん（３組 指揮者） 

              みんなが合唱の練習のときに、ひとりひとりが声を掛け合いながらできまし

た。練習をとおして、当たり前のことが当たり前にできるようになってきたと

思います。 

 

熱



○髙橋舞子（３組 伴奏者） 

合唱の練習をとおして、一人一人がみんなの声を聴き、音程や強弱を合わせながら、だんだん心が一つ

になっていきました。そこで意見を出し合いながらみんなと協力して、自分たちの最高の合唱をすること

ができました。 
○武藤大空（４組 指揮者） 

  みんな一つにまとまってきていて、とてもいいと思います。しかし、まだ自分勝手な行動も見えるので、

そこを直せばとてもいいクラスになれると思います。どんな困難があったとしても、みんなで力を合わせ

て乗り越えていきましょう。 

○和嶋美優さん（４組 実行委員） 

練習で変わったところは、団結力だと思います。理由は、合唱の練習が始まる前は、自分のことだけを

考えて生活している人が少しいましたが、練習を始めてからは、まわりの人を考えたり、お互い支え合い

助け合えたりするクラスになってきていると思うからです。これからも心を一つにして、物事を乗り越え

て行ける素晴らしいクラスでいたいと思いました。 

 

   


